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今年も叫､もので残りlヶT]あまり､会員皆様如何お過ごしですか-?

｢あすなろ会｣では医療講演6jiとlO月2Lul､ 7月合同レク､ 8月鮒内

達今道集会､ 9｣]秋祭りバザト､初めての行如ミ色々と続きました｢

1 2月チャリティ､クリスマスの季節を迎えます｡

患者･家族と共に歩んでこられた行事･消動を続けられる事に感謝します｡

風邪を引きやすい季節になりました∩皆様くれぐれもお身体には気をつ

けておjt.月を迎えたいですr,

※　川端lまつ子様-

衣紙いつもありがとうございますo　感謝しています,,

※　十勝支部･-お知らせ･ ! I

福祉機器事業滞止営業所

所長代理　荒尾みや(樵

(元)十勝支部事務局長　2000年8月27日急逝いたしました｡

ごlFJ,'福をお祈りします‖



2000年8月5日(土)～6日(日)に函館にて開催されました
｢第27回難病患者･障害者と家族の全道集会｣に参加しての感想を頂きましたが

前回会報の掲載に間に合わなかった為､今回ここにご紹介させて頂きます｡

｢第27回　難病患者,梓害者と家族の全道集会｣に草加して

1 6年前､私が始めて全道集会に参加しました開催地が函館でした｡

青函連絡船廃止の年だったでしょうか?連絡船十和田丸を借り切っての洋上

集会はとても思い出深く残っています｡今回で二度日の函館での全道集会に

又参加出来ましたこと盛会に集会が出来ましたことうれしく思います0

オプショナルツアーも組んでいただき野外劇の観賞にも行く事が出来ました｡

五稜郭公園の舞台規模の広さにおどろきましたo

函館の歴史を物語るナレーションが始まり幻想的な音楽が流れ函館山の噴火

を現わす真っ赤な衣装の舞､そして静まった大地に白鳥が舞う優雅なバレエ､

アイヌ民族の住む地に和人が侵入し占領する様子､何度も戦争をくり返す時

代があったこと､外国文化が入って来る様子､本物の馬や船を使った見事な

劇でした｡市民創作で総勢1万人のスタッフ　出演者300名とのことでし

たが､よくこの様なアイデアを思いついた皐と市民の協力に感心と感激で帰

りの飛行機の中でも､まだ見たことがないと言うスチュワ-デスさんに宣伝

して帰りました｡

函館支部の皆様､各役員の皆様そしてボランティアの皆様

ありがとうございました｡

弟子屈町　井関　枝美
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あーうーなろ会<7)皆様へ
深尾_貞子

私は88歳になりまして　今年は　知事さんからt'市長さんからち

榊祝いを　頂きました｡　勿体ないと思ってます｡

59歳で　脳出血で倒れてから　こんなに生きるとは　思-,てませんで

した.　自分の人生を　振り返って見ると　大変な事の　連投でしたが

乱は　良い　お友達に忠まれ　助けられて　今日まで参りました,

死ぬ時は　自分の人生は　幸せだったと言って　死ねると思いますa

毎日　今El一日を　感謝して暮らしております｡

札幌の桁の　真ん中に暮らして　おります｡

あすなろ会の皆様　辛いでしょうけれども　強く生きて頂きたいと忠

います｡

肝炎訴訟控訴背を傍聴して　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳　弘r

l0月6日(金)札幌高等裁TJJi軒において､ B型肝炎訴訟控訴審第1 tt1日ls貞弁

論が開かれました｡出来るだけ多くの傍聴をという呼掛けがあり参加しました

tJjH午後12時45分.tり裁判所前で激励集会が開かれ､法廷傍聴は13時15分から

で控訴人(原告)の意見陳述と弁護Eflの提訴理由の意見陳述がありました｡

特に控訴人の意見陳述では郡1番の長く辛い審確の末に敗訴し団に賓作なし

とされたことの悔しさ､その間に肝臓癌で亡くなった原告の無念さ､今も偏見

や誤解等病気の苦しさと恐怖の他にも芹しみ続けていることーなどかtJ)々と述

べられて胞の痛くなるような思いで聴きました｡

この後に報告集会.総会がありー都合で.LIJ.席,LH.来ませんてしたが､控訴審の

勝利を念じ､原告の方々の回復を祈って裁LPl所を後にしましたa



北海辻難病連rあすなろ会｣医療鰍漬会

2000年1 0月14日(土)札幌市社会福祉抱合センター

『具体的なインフォームド･コンセント』

勤医協中央病院升田和比古

I )働一ら扉劫f=船Lインフ+-ムfr･ユン女ン小につ

いT者克てみ乱J=ラ

1 :知人の女性です.ある手術後残ったリンパの畦れとひどい療病に悩み､痛みの

のためある大学病院に入院しました｡農空泣きを入れ集を注入するという治療法①が

れましたoこれは､本人も鋭明を受け納得していました｡しかし､約1ケ月後突然発熱しま

した｡生地まrMW. ]と乱＼捨てて何もしませんでした②｡利払ヽに書い最中で

したし､彼女のベッドは慈隙でしたが常にLrスのカーiンが掛かっており､都農は空調

が利いていて涼しかったのです｡ W='というのならその手当てをすれば良いのに､と

怒っていました｡ 5日後教授回診の時になって､教授は｢菅を救助､直ぐに管を趣

きなさい｡ ｣と青い､管は抜かれ卿

とが分り呈出それから抗生剤の点滴や柵剤の投与を受けましたが､熟は1ケ月以

上続きまLTL脚みはとれないまま退院しましたが､

手紙を書いて下さいと頼み製とたが､喝鹿の日主治医は休み､その後何度t話しても行っ

壬も書いてくれません｡しまいにはr暮いて慈所においてある｣と嘆きでつかれました. ⑥こ

こまで自分の処置を膿きなければならないのでLkうか.

●

①硬膜外麻酔のことか?



②病状についての鋭明がなされていない

(萱〕教授の処贋の¶j断は正しいが､ベッドサイドで指示すべきことか

④患者が他医-の細介を望んだときは､患者さんとよく話し合って添書を杏かなければならない

2 ･最近,患者の取り違え事故が多いですが､インフォームド･コンセントの不足との

はないでしょうか｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

●

●

l･ .･l ･l･･.111m･‖咽　　　　　　　　　　l

｢肺とJL沸手術のとりちがいJ r左右の股関節の手術のとりちがいJ ｢人速い中絶手術群軌

患者とカルテが柵れない工夫､主治医が患者さんを概してから手術開始､患者バンド､看護婦

が｢度に二人の患者を手術室に連れて行かなければならない考課婦不足､などなど病院としての

事故防止のシステムが大軌そういう病院はr患者さん第1になっていなし㌔

②しかし､そういう病院でインフォームドコンセントが十分なハズがない

r/インリッヒの法則･ lq=の真佑事故の背熱こは2 9件の間接の略解事故､ 300件の傷寮のな

い事故が存在し､さらに数千､数万の危険な行為が存在したJ (1980)

∈

帥:つい〔､主義tu,義,it..一二ついてiNtが朴上かひ相が､ du:附､ど;

な病気についても本人又は家族への告知と正確な什報は必要ではないでしょうか｡私

ら余命00ケ月なら余計知らせて欲しいと患います｡残った時間をより大切に使うため

息者の権利ではないでしょうか｡

･･･.!T扇　　･-　　　･　-　　　　　　･J

① ｢満の告知｣には｢秘も告知｣と｢予後告知とがあります.いずれもr愚者の脚l｣として医

療者側が認弛しているか問われま+a

だからといって飯石さんのことを十分知らないまま､なんでもr告知｣すれE灘､いいというもの

でもありません.患者さんとよく話し合いを持って､倍郷を確立した上でのr告知｣でなけれ

ばならないと思います.

②　El本にはまだ医師のrパターナTJズム｣ (家父長主義.権威主劫が存在し､ r医師は専門家､

患者は素人だから私にまかせなさい｣という搬向が残っているのも事実で九

③ ｢患者の知る脚J｣ r自己決定軌を盤祝していく医療が求められていると掛､ます,

4 =良くいっている鞘係もあります｡眼科で親族に孔が空いている.すぐにレーザー治療

をしましょうと言われました｡そして決して重い物は持たないようにと言われましたが､自

覚症状はなく､引親しが目前でした｡そのことを青いますと,放っておいたらどうなるかを



恐々と脱明し､引越しの方法を尋ね細々と注意を与えられました｡女医さんでした｡

､今も定期検診はきちんとうけています｡

患者さんの仕事や和姦での生油までも配赦したアドバイ

スは適切だと感心しました｡

患者です｡大学病院に入院したとき､プレドニンを1日12錠飲む程の重

症でした｡医師の指示はきちんと守るとても夫面目な人ですDひどかった症状も徐々に治

まりプレドニンの圭もわずかづつ減ってきましたが､副作用の強い薬です｡入焼3ケ月目

から血糖値が急激に増えてきました｡このままでは糖尿病になると彼女は1日3回病棟を

1 0周するという運取を始めました｡医師や､書旗婦連も感心する程の努力でしたが､間も

なく今度は肝機能が低下したのです｡肝胤こは安静が必要です.歩けば良いのか.じっと

していれば良いのか､吊ったことには医師によって青柳｡気の毒なくら

い落ち込んでしまいました｡ r先生連に話合ってもらって私はどうすればいいんですかって

洲きなさいよ｣と首いましたが､音えない､先生も困っているのが分るからと黙っています｡

頼局安静を保つことで肝故能は正常の数鰍こなりましたが糖尿病のためインシュリンを打

つようになってしまいました｡

予定より3ケ月長くかかり退院しましたが､ 3年経ってもインシュリンから轍れられませ

ん｡今になってrやはりあの時もっと強く聞くべきだったのかしらねJと言いますが､彼女は

竺っていたのでしょうかo　　　　　　　　　　　　｣

①天板藩(てんぽうそう).全身の野郎との水癌とびらんを主症状とする自己免疫疾患で､副腎皮

質ステロイド薬が使用される.プレドニンI渦僻皮質ステロイド薬で､長期使用により糖尿病が

合併することが多レ㌔

②医軸ではよくありうることです｡しかし､患者さんを最も振乱させることになりますので､
r何が正しいのかきちんと鋭明してください｣と言うべきでしょうD

●

●
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一･:- :こニー-:二一一-･-一一･一一一_"_______ _一一一__. "_.______"____..__･. _.__..__‥.I__.__. _ __｣

とても足し.し潤嶺で九その患者さんの病状を同室者に伝えることは,プライバシーの間感もあり

できません病院はr感敷することはないので｣同室にしたのだとおもいますが､何らかのh膿は

必要だったのでしょうo

クをしたりうがいをしたりで気をつけてい乱た｡その中でひどい境をする中年の男性点者

がい乱七夜･その人の咳で眠れない程でしたが･マスクも付けず咳込んでもロをZlうこ

ともしませんo他の患者はその人とすれ違う時政をそむけ､中には姿を見ただけで回れ右

して決る人もいて､書経鍬こ苦什を育ってもrそうね､折を見てマスクするように書し､ます

ね｡ Jくらいで､ -向に変わらず週末には外泊で#(こ帰り同室の患者はrやっとあの境を叩

かすに眠れるよ｣と喜ぶくらいでしたo Lかし､ある日急に個室l=移され3日後に亡くなりま

した｡手遅れの皮心痛で鰍二転移していて咳はそのためでした｡自由に外出や外泊させ

ていたのも助からないことが分っていたからでした｡けれど私達は呆然とし､しんとしてし

まいました｡中には｢あんな態度しなければよかった｣と涙ぐむ人もいました｡病院側も苦

瓜したでしょう｡書穣婦の世味な態度もわかり乱た｡とても難しい間現だとは思います｡

今でも思い出すと心が痛みます｡何か適切な一首があればあの方を疎外するような態度

は取らずに済んだのではないかと思うのですがいかがでしょうか｡

7. ,*妬性大勝炎の患者です｡以前から伽唱く定期的に検査もしていましたが消化器

系では有名な病院に通院していて1年程前,ldF性大沸炎との診断を受けました｡必要な

処方は恥､され､その時｢食べてはいけない鰍まありませんか｣と尋ねたらrいや別にあり

ませんよ止はっきり言われ､それでもよく噛みゆっくり食事するように気を付けていまし

た｡最近知人を見矧こ､ある公立病院を折れその知人に｢それはおかしいよ､ここで1度

みてもらったら｣と勧められ､受診し検査をうけました｡その稀果､食べないようにと言われ

l f=ものの多さに驚く彼女の冊こ医師は1枚の写夫を見せ乱た｡去赴聖垂に僧た凹凸に



ぴっLり低まった細かい物が今まで食べていいと

長Ih

ていた筈のものでLh｡果実で食

るのは林練とバナナくらい･ ･ -な種に厳しい｡もっと速く病腕を変えれば良かったと

でいますが･これは医師の悦明不足でしょうか､勉強不足でしょうか｡

二三二二竺N_～__｣
l i._I..._▲レ..　____　　~~　_ . - ._　　.. _　_　_　　　　_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　__

溝鰍生大腸炎は･原因不明の大嬢炎で､粘血便･血性-F桐が持続しまたはくりかえす発病で丸食

事鰍を五択する場合とあまりしなレ場合とがありま+n専門家の中でも意見が分かれているとこ

ろがありまTo従って･無しいところで九しかし､そういう医学界の現状もふまえてよく鮭師が

鋭明すれま､前医に升する不情感ではなく納得してもらえるのではないでしょうれアンダーライ

ンの彬)は医師の税明としては棚しすぎていると掛､ました

8 :老人は特に医師に何を言われても黙って肌き､理解出来なくても箕間も出来なし

いうことが多いものです｡医師も｢もう年だからね｡仕方ないですよ｡ ｣で片付けてしまう｡し

かし･老人だからこそqiんで砕くように分り易く丁年な脱明が必辛ではないでしょうか.母

は腰が曲がり､痛みを訴えてある個人病院I=通っていました.しかし､いつも｢鼓がjtl=･か

らしょうがないですよ止言われて柵ってくるのです.別の病院に行くように勧めてもそこが

乱＼易いからとききませんo仕事を休んでついて行きました｡母がハラ/ ＼ラするくらい突っ

込んで附きました｡医師は｢廿が曲がっているがこれは年でどうしようもないし他に軌､所

rお年寄りの診断や治薪をどこまでするか｣は難しい関原です｡しかし､患者さんや家族の方が納

得できる脱明と耕uF:ができていないのは間態だと掛､ますQ高齢者ほどインフォームドコンセント

を重視していくことが大切だと痛感しまTq

-------一･･････■一一-I----I----------- --I----I----I----･･一･･･一----～

9 :頚椎症で手足の痛みとしびれに苦しんでいる女性です｡大学病院で専門医の診察を

受けていましたが､この女性のgt合は手術しても良い結果にはならないから決して*理せ

ず休みながら輔をするようにと注意されていました｡しかし健康な夫は妻の状態を理解

●



●

●

しようともせず･もっと働くことを要求し､追いつめられた彼女は家を出て医師に助けを求

めましたo医師は系列下の病院に頼んで入院させしばらく養生させることにしました.しか

し､主監鯉匿艶A匡艶は入院したからには自分の指示に従_?1もらうからと無理tiせ

土地珪o当然容体は悪化し働けなくなLJましたo去塾転塾三吐【里恕塵

吐膿選出讃遇遡馳豊艶を萱鮎ているというこ

とェ豊艶⊇遜軸隻艶製造史ー2人
の医師の間にどんな話合いがされたか知りませんが､リハビリは中止され安静力唱たれ

女性は次第に回捷してきましたが､ A医師の姿を見ると反射的に背を向けてしまうので

す｡ A医師も何度か彼女と話合おうとしましたがここまで強い不情感を持たれると手の施し

】

Lf5tまないようです｡この齢彼女に悪いところがあったでしょうか｡　　i
∧医師がライバル老親から撫理なリハビリをしたというのEL珊減では考えられないことで七寅実

はわかりません｡

二人の医師間の耶矧胡りとして､ A酬iと必着さんとの間でのインフォー-ムドコンセントがうまく

いかなかったのが問題なのでしょうb医師に間額が大きいことも恥かですが､剛陀患者さんとの

信頼関係の確立のた桝こは､息肴さんが幣くなることも鬼婆だと思いますo

1 0･サルコイトシスの患者ですoいきつけの病院の眼科で白内障と言われましたD次

には緑内障と言われました.一体どっちなのか､呼吸器科で相談してみるとどちらもおか

しい考えられませんよ､とのことです｡再び眼科できいてみるとどちらにもかかっていな

いo呼吸器でそんなこと言うなんて眼科でもないのにと面白くない顔をされたそうですが､

困った時他科の医師に相扱するのもいけないのでしょうか｡

まずは眼科で｢白内障なのか線内将なのか､
べきでしょうoそれでも納得のいかないことがある豚合札セカンドオピニオンに相談することも

大切で九セカンドオピニオンがその相の耶塚である数分とそうでない毅如ミあると思いま+n

呼吸脚斗に医師がセカンドオピニオンとして相淡されたのであれば､あまり適切なアドバイスだっ

たとは思えませんo



2) 1仁/刀一一ムfp ･コユ.女ンFぱどうあるべきか

森Fq#産(もりおかやすひこ.東京大学名糊) rインフォームド･コンセント｣ (NHKブックス)より

( 1)　JWXibgl=僻ノr:ビラJつ/I,i石のbl?

(か　患者の病名や病状

②　予想される検査や治療についての目的や内容

③　とくにそれによって予想される結果やそれに伴う危険性

④　予想される医療行為以外に方法があるのかどうか

⑤　また検査や治療を受けないことにより予想される結果

(2)　インフ+-ムfl･コンせンJ･tぱqk?l

｢医師が患者にその病状をよく税明し､それに応じた検査や治療について十分な情報

を提供し.患者はそれを十分に理解し承諾したうえで､経にも強制されない自由な立

場で検査や治療法を退びとり､その同意に基づいて医師が医療を行う､といった医療

上での原則を意味する｡つまり､十分な鋭明を受けたうえで患者は納得･同意して検査

や治療をうりる原則が医療において不可欠だとする考え方であるo ｣

(3)　/伊-ナLJXムLH(jt)鹿卓AJtぽ?

わが国の医の倫理についての考え方は､おもに中国の思想に影響されており､ r医

は仁術｣といった青菜が広く医道として唱えられている｡

『解体新書』として出版した杉田玄白はその事着の中で, ｢医の業を立てようとおもう

者は､第-に恥を知るこころをうしなわず､ちょっとしたあいだも油断せず､一人でも､

たのまれた患者があれば､自分の章か子がわずらっているような気持ちで.ふかく考

えをめぐらし､親切に治療してやらねばならない｣と述べているQ

●

●



●

●

医師は親であり､患者はその手であるとするパトナリズムの考えは､ややもすると

親の一人よがり､親舶)乱用につながり､医師の独善的判断が先行し､患者側の不評､

不信の芽になってきたという一面もあったoとくに近年､医学が進歩し､その偉力が発

拝されるようになると･病如†治らないことの不満や不軌また紺の権威主削勺態

度や医療の密室性などへの不借感が強くなり､これまで医師が持ち鰍ナてきた/ iケー

ナリズムが批判の的となってきた｡

(4)　わA物インフォ｢ムF'･ユンセンナ

医療におけるインフォームド･コンセントの原則は､ 1970年ころより主にアメリカにお

いて確立されてきたもので､この考えはその乱西欧の国々やわが国にも波及してき

ている｡とくに､インフォームド･コンセントの宥和唱療訴松の蛾で間矧こされ､これ

を医師が実旺しないと裁判で敗訴するということになり､この考えは師の肝鴨急速

に広まっていった｡

El本政肝も1992年の医療法の改正にあたり･付則としてその尊重をうたっている｡

すなわち･政府は医療関係者と患者との間の借頼関係をより促進するため唱痕の担

い手が･医療を捷供するに当たり､適切な税明を行い､医療を受ける者の理解を得る

よう配慮することに関し検肘を加え､その結果に基づいて必辛な措置を読ずるものと

する｣としている｡

3)題の者雇

上記の考え方に基本的に賛成.

医師(医療従事者)との信頼関係が何よりも大軌犠軌と｢権利｣の関係で紬ずるより､医

師は患者さんの人格や人権を尊重できる人間としての資質が問われている｡しかし､医師



も人間であり不充分さをたくさん持っており､患者さんとの対応の中で成長していく発展途

上人でもある｡

患者さんも､自分に役立つ医師になるよう繋く働きかけをする知恵が必要である｡

r患者の苦しみを共感できるJ医師､これが人間としての医師の最低限の資覚であるよう

な気がする｡もちろん､医学の即憶としての技Jtは備えていてのことではあるが｡

●

●



●

医梗言薄日寒会8こ　　参力rT Lノて

深月三_tヨ　子

あすなろ会の　皆様　お元気でいらっしゃいますか.　秋t,

深まって　木の兼が落ちて　淋しくなりました.　お友達は　冬が来て

雪が降るのは　いやだと言ってますが　札は　冬が来ないと　春が来

ないから　冬は別に　厭だとは　思いません｡

そんな事よりも　自分の休で　辛い事が　いっぱい有りますので　杏

の来るのを　禁しみにしてますから　冬が来るのは

別に気にしてません｡

10月14日　土曜円に　医療講演が　あるというので　お話を聞きたく

て　いきました｡　大変参考になる　良いお話しでした｡

資料を　お読みになると　御分かりの事と　思いますけれども　乱は

患者さんが　利口にならなければ　いけないと　いう事を

強く感じます.　もっともっと大勢の人に　聞いて　戴きたかったと

思いました｡

3也　ヲ毒; 蔓蛍:　鰍　瀞

2000年(平成12年)10月1 1日(水可日)

l班別インフォームドコンセント講演会

頂体的なインフォームドコソセソ山と庵した医綬桝満会
柳14 E坪後l好から､′木L胤'iirt,央区大池t判9ヾ甲汁'利金相加1鬼

i色セ･yタ-lで開かれる｡
池内の雑用愚老の会｢あすなろ会→コ二帆g)医協rl峡柄院(礼

幌和束区)Eの才t田和比朽院良が魁講に抑犬を税別する解野性や
難しさなどにi)V､て解脱する｡弁柵. rrW､命わせは]細道難研
迎℡011 ･ 512｣ 3233へ｡



lZOOOlf度. ah;1I"I r71-一業･常食要目公　からの対日7-

(10JJ241順川だ)

1花火版先'j:輔弼1-㌔ ･Jl:卜岳の減少が続き､今iHi経錐を,T_弓1いた難柄辿利益

はり千円梓となった｡労JJ他を考えると'R質的には赤字てありI LLめさるをJT-F',

ないo実絹をl_げている野脹病部会に渡すことt,LLL氷るのてー稚病連としては

frtJ)りとなったn

'i　ヒアガーナン刷川券'k納経'[与　今ir-u苦い払となりましたが､ IrX扱い枚数u

減少｡今逆性会の開件と比例している√kうです.,

ちなみに､ #)すなろ会u叫IF- 100枚､今f卜50枚てした｡

'3.秋祭りilLT)A

参　加11川休･11-)とこ

この他に無咋金柑害者を無くす会が袋令泊動で奄加

∫,'t-i I IEI--　4!)1,789　H

利　益　5.b.038日

雀加名みんなで楽しんたということが人きくLftL･-価される.リサイクルシ:Tツ

7-･アラi,ンも軟禁Y)以降尤Lげが伸びている√

/I-　協力会に/)いて　2咋連結して!100 JJHを超える収入となっている.今後も

'i,,'起したlTl動墳金として協力名を増やしていくJR甥があるへ(50%を部仝･支

.Wに還九)同j:イリーフレットて人]t咋掠目すをI;G.Eiいしまかn

1999年度決甘_　ttl,272,GOO fl]

2000年9　日lurI: 612,000 Ilj

5･募金箱について　ここ数年､掛よいの実Wl.か紙いている0)で. Bl肌設;程先の

榊拓を進める必%J-がある.昨年什禦した募余揃が､またたくさんありますのて

子L川7して卜さい巾

1999年度着火甘1,59G,371 ILL

2()00年9 JljL!/I-　567,890 1リ

(,･お目:‖件y)の版FIEにJ)いて　fL柑けウシをごらん卜さい

●

●



(1)新作追加あり

(2) JdJJF'iL上昨年とEtl.Jじ

(3)送料も昨叶とIiiJじ!1.000 fL=汁卜　hOO H

LJ,I)0日lluJ　一無料

(4)汁文締t))り　　　12JJl t] (卜)

(5)部会･支部還Jt率　225%

(6) iE'li仲秋)%分ut 1/2(2 5 t,'(,)ずつを附占姥と部会･立lWでrlJuするハ

●　7　その他

日)丸惣Pt煎茶鮒指別か向販売　ティフyIL/ (柄の取外し.llJ.来る鋼13-販店で

･,'L-;:)ているのとはTiが追うので値段を比へないて卜さい)

[なんれんlに入ります

(2)そうこ電昔話ナラシ　Fなんれんlに入ります

今まての･ji: L7 fHJIIJ

(3)その他

マラソン0')カレンダー･カード　周りにも軌めL+く小込/I,て卜さい.

●
才Jf.言Ll '2のヒアカーテンf川l券について　あすな/'会の実ylの内'i ()枚は探'JG貞

)'さんが毎iF-T貰って卜さっていましたハありがとうこさいまう.



封E柄セ　ン/二クー-秋祭　り

斎藤-f一碍子

去る9月15日に　難病センターで　初めての秋祭りが　開催されまし

た｡　当日はあいにく朝から　ぐずついた天気でしたが　お客さんが

沢山来てくれました｡

あすなろ会は　かぼちゃとじゃがいもを　用意しました｡　売れるか

どうか心配しましたが　早々と売り切れになり　私は白分の分を初めに

買っておけば艮かったと　後悔しました｡

それから店じまいするには　あまりにも早過ぎたので　チャリティー

バザーで　残っていた食器やバックを　売りました.

かぼちゃは柳さんの　お父さんから　じゃがいもは十勝の　荒尾さん

広瀬さんから　寄付して頂きました｡　どうt,有り難う御座いました｡

そしてこの日　参加したのは私　成田さん　柳さん　紺野さんとご主

人と　おじょうさんお二人　あすなろ会の　平均年齢を　ぐっと若々し

く華やいだふんにきに　してくれました.　あとお客さんとして　窯凹

さんが来てくれました｡　うれしかっです｡

焼きそばと焼きおにぎりを　売っていた所は　行列でなかなか買う翠

が出来ませんでしたが　やっと口に入れる事が　出来た時は　あまりの

おいしさに　悠激しました｡　ぶどうも　手作りケーキもとても　おい

しかった　私は　なんだか　食べてばかりでした｡　とても楽しい一日

でした　もし来年もすると･Lたら　参加したいです｡

今年参加しなかった方　来年は是非　参加して見て下さい　とてもお

いしくて　とても楽しかったよ.′

純利益　10100円

●

●



事稚貝だJ= L I 住所変更､入院､退会のご連絡は事務局まで｡

砿こ寄付のお礼

柳　英一　様1.000円(カボチャの送料)
深尾　貞子1樽,000円
成田　愛子様5,000円

こ厚意ありがとうございました｡　有効に活用させて頂きます.

チャリティークリスマスJトティーの開催.･

●

●

会　甥:エンペラー
日　時: 2000年12月17日(日)

午後2時　～　4時30分
会　費:大　人　4000円

中高生　2500円
小幼児　1500円
2歳以下無料

楽しいひと時を過ごしましょう!
皆様のご参加を､心よりお待ちしております｡

拳面車-しJT{t融は▼北海道苦痛議事発馬へ

槌サルコイトシスの会員の皆様へ

同じサルコイドーシスの会員さんとの情報交換を希望しております.

[
多田　励子さん(53歳)
京極町在住
平成1 1年1 2月に診断されましたo

どうぞこ連絡を下さる万は下記連絡先迄お願いします｡

連絡は｢北海道難病連相談室｣へ　　札幌市中央区南4条西1 0TB

北海道難病センター
TEL 01 1-512-3233

おくやみ

三ツ石　寿恵子様
平成十二年十月十六日　こ逝去なされました｡

心よりお悔やみ申し上げ　こ冥福をお祈りいたします｡

会報を通じて皆様に何か伝えたい事､良かった事､娃しかった事､ビックlJした事､闘病書己､
俳句､短歌､川柳､措､イラスト､カット､絵手紙など　なんでも結構ですので､どしどし
ご投稿下さいます様お願いしますo

事務局　斉藤　千切子



●会貫納入の訴舞い●

平成1 2年度｢あすなろ会｣会費をまだ振り込まれていない万がおりまし
たら､早めに振り込んで下さいますようお願いします｡

あわせて北海道難病達｢運営協力会｣にご加入下さるようお願いします｡

*L醒l=若

しL Z,､作賢し

uT=ら岳a､しモo今L5,し言プラジッド, T=の寺甘

安打JIJJjr/:逢えZう心し机7,-o(帝醸)

●

略し両転住Ll弘一取もラ卑し桝､ウ〝1-Lで細甘=L'机如し両

替で77拍牡もとこ小た,'サて･'きもと駕畦.　(秤)

鵜y'て87亨痕乙･- 7-孝j^孝,が7てサ(て･i丸木( ,;i-ラ,,A

し′こ､LL(みLL…･　　　　　　　　　●

-t一･∴　∴-I -_l

tL畑ih､･ ) d'現｣吊署搬晒せ十)て- i/'1. (厳木)

招集人　個人♯加如ホ患者の会　昭和48年1月13日　第3種郵放物扱可

札幌市中央区甫4集西1 0丁目　難所センタ-内(512-3233)HSIく339

発行人　北海道身体辞書者En体定期刊行物協会　軌H久美子

あすなろ97号(缶月1回1 0日発行) 1部100円(会Aは会tlこ含まれる)


